
二
十
回
生
卒
業
六
十
周
年
記
念
同
期
会

二
十
回
生

幹

同

事

平
成
二
十
一
年
十
月
十
八
日
、
澄
み
わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
、

初
参
加
の
戸
島
信
子
さ
ん
(
男
鹿
市
在
住
)
と
林
政
子
さ
ん
(
大
阪

市
在
住
)
を
含
む
四
十
七
名
の
同
期
生
が
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
に

集
い
ま
し
た
。

会
は
、
「
昔
話
し
て
「
今
話
し
」
と
、
着
席
テ
ー
ブ
ル
を
超
え

て
、
始
終
「
は
な
し
」
が
弾
み
、
又
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

催
し
た
、
百
貨
庖
商
品
券
を
賞
品
と
す
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
オ

ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
争
奪
す
る
勝
ち
抜
き
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
で
は
、
全
員
が
熱
く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し

い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、

二
年
後
の
第
十
六
回
同
期

会
で
の
再
会
を
約
束
し
て
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
私
た
ち
二
十
回
生
が
在
学
中
に
は
、
ま
だ
、
校
歌
、が
制

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
、
校
歌
を
歌
え
る
同
期
生
が
少

な
い
事
か
ら
、
こ
の
度
の
記
念
の
同
期
会
を
機
に
、
校
歌
の
伴

奏
C
D
を
制
作
し
、
参
加
者
全
員
に
配
布
致
し
ま
し
た
。

全員ビンゴゲームに熱中
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C
D
の
制
作
に
当
り
ま
し
て
は
、
プ
ロ
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で

あ
る
十
九
回
生
の
松
浦
ヤ
ス
ノ
ブ
氏
に
お
願
い
を
し
て
、
ご
自

身
の
演
奏
を
録
音
し
た

C
D
の
原
盤
を
作
っ
て
戴
き
、
同
氏
の

許
可
を
得
て
、
手
作
り
で
複
写
制
作
致
し
ま
し
た
。

又
、
こ
の
度
は
、
今
後
の
「
同
期
会
」
と
「
千
里
山
を
歩
く

会
」
の
よ
り
良
い
運
営
を
計
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
幹
事
ム
冨
で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
同
期
生
が
、
い
つ
ま
で

も
参
加
で
き
る
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

文
中

及
び

写
真
の
マ
ド
ン
ナ
達
の
名
前
は
旧
姓
で
す
。

松
浦
ノ
プ
ヤ
ス
氏
の
簡
単
な
ご
紹
介

石
原
裕
次
郎
さ
ん
の
「
夜
霧
よ
今
夜
も
あ
り
が
と
う
」
の
サ
ッ

ク
ス
の
ソ
ロ
パ

l
ト
を
は
じ
め
と
し
て
有
名
歌
手
の
伴
奏
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

星組

竹中義彦浅野荒木正種和田陰下 板谷

藤川北脇古樫辻田村主柏倉 三笠阿部日南田戸島三宅

岩井

雪組

芳村重松 勢井 荒木弘進

蒲田 浦田谷内 松本
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